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文化財の非破壊調査法の研究（①保01-08-3/5）

目　　的 

文化財の材質調査をその場で行うことを目的に、小型可搬型機器の開発研究及びその応用研究を行う。金

属文化財や顔料などの無機化合物に対して、その場での元素分析及び構造解析手法の確立を行う。また、染

料など有機化合物の物質同定を目的とした新たな非破壊調査法の調査・研究を行う。

概　　要

　５年計画の第３年度として、下記の２点に重点を置いて研究を実施し、以下の成果を得た。

⑴　可搬型機器による彩色文化財の材質調査とデータ解析

蛍光Ｘ線分析装置をはじめ、いくつかの可搬型調査機材を博物館・美術館等に持ち運び、絵画や工芸品な

どの彩色材料に関する調査を行い、その材料や技法を明らかにした。様々な調査手法によって得られたデー

タを相互に関連付けられるような研究展開を図るとともに、これまでに蓄積したデータに基づき、彩色材料

の時代的変遷などについて考察した。

⑵　有機染料分析に関する検討とその応用

ファイバー送受光型紫外・可視反射スペクトル測定システムによる染料の非破壊分析に関する研究を引き

続き行った。基礎的検討として、実資料での使用を想定したハンディ型顕微鏡との併用による微小部スペク

トル測定の実用性について検討した。応用研究としては、国立公文書館に所蔵されている重要文化財「天保

国絵図」などの彩色調査を行った。
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